
こ
れ
か
ら
４
年
間
で

保
育
料
15
％
上
げ
る

「
保
育
料
が
安
い
」
こ
と
を

あ
げ
、
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子

供
の
医
療
費
助
成
を
拒
否
し
て

き
た
愛
西
市
が
、
平
成
30
年
ま

で
に
段
階
的
に
15
％
も
の
値
上

げ
提
案
を
し
、
共
産
党
の
反
対

を
押
し
切
っ
て
可
決
さ
れ
ま
し

た
。子

育
て
世
帯
に
は
、
大
き
な

負
担
と
な
り
ま
す
。
今
年
度
は
、

一
部
多
子
世
帯
は
、
階
層
が
上

が
り
、
保
育
料
が
倍
に
な
り
ま

す
。
値
上
げ
は

合
計
で
約
３
０

０
０
万
円
で
す
。

少
子
化
対
策
に

重
点
的
に
取
り

組
む
と
き
に
逆

行
し
て
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
条
例

共
産
党
以
外
の
反
対
で

否
決

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
議
案

提
案
権
を
行
使
し
「
愛
西
市
子
ど

も
の
医
療
費
支
給
条
例
等
を
一
部

改
正
す
る
条
例
」
を
提
案
し
ま
し

た
が
、
共
産
党
３
人
の
み
の
賛
成

で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
必
要
な
予

算
は
６
０
０
０
万
円
で
す
。

愛
西
市
の
人
口
の
14
％
の

署
名
に
応
え
よ

少
子
化
対
策
、
子
育
て
支
援
策

は
、
な
ん
で
も
事
業
を
行
っ
て
い

く
時
で
す
。
12
月
議
会
に
「
子
ど

も
の
医
療
費
無
料
化
を
中
学
校
卒

業
ま
で
拡
大
を
求
め
る
請
願
」
で

は
人
口
の
14
％
の
署
名
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
が
不
採
択
と
な
っ
て
い

ま
す
。
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庁舎は立派になっても、

中身は良くならない。新

庁舎の前にやることがあ

るとおもう。福祉、教育

が削られることでは困る。
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社
会
保
障
費
は
減
る

「
消
費
税
は
社
会
保
障
に
」
は

た
て
ま
え

平
成
27
年
度
予
算
は
、
新
庁
舎

建
設
費
が
減
り
、
総
額
２
１
３
億

１
２
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

消
費
税
増
税
で
増
え
た
地
方
消

費
税
交
付
金
は
約
３
億
円
。
社
会

保
障
費
に
あ
て
た
と
し
て
い
ま
す

が
、
社
会
保
障
費
は
前
年
対
比
削

減
で
す
。
財
源
を
付
け
替
え
た
だ

け
で
す
。

平
成
27
年
度
主
な
事
業

○
災
害
対
策
と
し
て
、
地
域
防
災

計
画
の
見
直
し
、
防
災
マ
ッ
プ
の

作
成
。

○
小
中
学
校
の
屋
内
運
動
場
非
構

造
部
材
の
耐
震
化
。

○
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策

定
の
た
め
の
委
員
会
を
設
置
。

○
社
会
保
障
税
番
号
制
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
）
の
導
入
。

○
小
中
学
校
適
正
規
模
等
検
討

（
統
合
の
検
討
含
む
）
の
た
め
の

委
員
会
を
設
置
。

○
親
水
公
園
東
ゾ
ー
ン
の
整
備
設

計
委
託
。

○
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
を
八
開
に

新
設
。

○
敬
老
事
業
の
敬
老
祝
い
金
を
減

額
。

○
一
人
３
０
０
０
円
の
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
支
給
。

加
藤

６
月
議
会
か
ら
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
を
使
っ
た
市
議
会
の
放

送
が
さ
れ
る
が
、
聴
覚
障
害
者
の

方
の
た
め
の
字
幕
放
送
や
手
話
通

訳
が
必
要
で
あ
る
。
手
話
言
語
条

例
を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

市
長

平
成
26
年
度
の
時
点
で
聴

覚
障
害
者
は
１
６
８
名
い
る
。
最

低
限
の
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援

す
る
。
手
話
へ
の
理
解
の
促
進
を

図
り
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
、

条
例
制
定
は
一
つ
の
手
段
。

期
日
前
投
票
所
の
増
設
を

加
藤

佐
織
地
区
で
は
、
期
日
前

投
票
所
設
置
の
要
望
が
根
強
く
あ

る
。
統
合
庁
舎
の
整
備
も
踏
ま
え

た
中
で
、
総
合
的
に
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
の
答
弁
だ
っ
た

が
、
そ
の
後
検
討
は
。

部
長

選
挙
に
お
い
て
は
、
公
正

を
期
す
る
た
め
、
整
備
を
進
め
て

い
く
。

真
野

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
、

災
害
時
に
自
力
で
避
難
が
し
づ
ら

い
方
に
登
録
し
て
も
ら
い
支
援
し

て
い
く
「
要
援
護
者
名
簿
」
は
、

地
域
で
活
用
し
や
す
く
改
善
を
。

部
長

班
ご
と
の
支
援
者
登
録
や

自
主
防
災
会
の
協
力
で
の
昼
間
独

居
高
齢
者
の
登
録
な
ど
改
善
を
進

め
た
い
。

「
福
祉
避
難
ブ
ー
ス
」
設
置

平
常
時
か
ら
準
備
が
必
要

真
野

災
害
時
、
福
祉
避
難
所
の

体
制
が
整
う
ま
で
、
一
般
の
避
難

所
に
福
祉
避
難
ブ
ー
ス
を
つ
く
っ

て
は
ど
う
か
。

部
長

特
別
な
配
慮
が
必
要
で
あ

り
、
平
常
時
か
ら
受
け
入
れ
る
体

制
を
備
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

地
区
行
事
の
地
元
運
営

時
間
を
か
け
て
移
行
す
る

真
野

愛
西
市
は
、
平
成
28
年
度

か
ら
、
納
涼
ま
つ
り
や
体
育
大
会

へ
の
職
員
派
遣
な
ど
を
行
わ
な
い

と
し
て
い
る
が
、
地
区
行
事
は
、

地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
、
市
の
掲
げ
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
も
大
切
な
行
事
だ
。

継
続
で
き
る
よ
う
に
丁
寧
な
サ
ポ
ー

ト
を
。

部
長

一
切
手
を
引
く
の
で
は
な

く
。
時
間
が
か
か
っ
て
も
移
行
で

き
る
よ
う
方
向
づ
け
す
る
。

河
合

防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
整
備
計
画
の
今
後
の
方
針
は
。

部
長
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」
で
既
存
施
設
の
使
用
目
的
の

変
更
や
長
寿
命
化
を
図
る
と
し
、

再
検
討
す
る
。

河
合

柚
木
、
日
置
、
内
佐
屋
の

佐
屋
北
地
区
に
つ
い
て
、
公
民
館

な
ど
に
備
蓄
を
し
、
防
災
拠
点
と

し
て
運
用
し
て
は
。

部
長

民
間
提
携
避
難
所
に
は
、

要
望
が
あ
れ
ば
備
蓄
す
る
が
、
公

民
館
等
に
は
難
し
い
。

河
合

今
で
き
る
こ
と
を
率
先
し

て
進
め
る
べ
き
だ
。

佐
屋
駅
前
駐
車
場
撤
去
の
予
定

河
合

佐
屋
駅
前
広
場
の
今
後
と

進
捗
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

部
長

平
成
27
度
中
に
駅
前
広
場

の
駐
車
場
を
無
く
す
と
名
鉄
が
言
っ

て
い
る
。

日
比
野
駅
、
オ
オ
ク
ワ
北

踏
切
の
歩
行
者
の
安
全
確
保
を

河
合

日
比
野
駅
、
オ
ー
ク
ワ
北

踏
切
、
そ
の
東
側
に
は
歩
道
が
な

い
と
し
て
、

安
全
確
保
さ

れ
る
よ
う
整

備
を
。

部
長

今
後

名
鉄
と
協
議

を
す
す
め
る
、
別
の
方
法
も
検
討

す
る
。

佐
屋
プ
ー
ル
の
代
わ
り
に

小
学
校
の
プ
ー
ル
を
開
放

河
合

佐
屋
プ
ー
ル
の
今
後
と
、

親
水
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

整
備
は
。

部
長

佐
屋
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は

閉
鎖
し
、
小
学
校
の
プ
ー
ル
の
開

放
を
考
え
て
い
る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
、
調
整
池
の
役
割
が
あ
る
。
今

後
は
不
具
合
あ
れ
ば
整
備
を
行
う
。
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防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ぜ
つ
く
ら
な
い
？

議
会
放
映
を
機
に

手
話
言
語
条
例
制
定
を

「
災
害
時
要
支
援
者
名
簿
」

登
録
や
活
用
方
法
を
改

６月議会から、

ケーブルテレビ

で放映！！

市議会の一般質問
（６月５日、８日）

が、後日録画で放映

されます。

３月市議会報告

愛
西
市
３
月
定
例
議
会
は
、
平
成
27
年
度
予
算
案
、
保
育
園

の
利
用
料
の
値
上
の
条
例
、
介
護
保
険
料
の
値
上
げ
の
条
例
、

地
域
創
生
事
業
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
行
う
補
正
予
算
な
ど

議
案
39
本
と
議
員
提
案
の
発
議
５
本
を
議
決
し
ま
し
た
。

どこまで削減する！
教育関連費

平成26年度予算では、小学校のキャンプ

の補助金（一人5000円）や中学校の自然教

室の補助金（一人5000円）を廃止。放課後

子ども教室をやめました。

平成27年度予算では、小学校の卒業生へ

の記念品を削減しました。

トイレの洋式化や、エアコンの設置など、

教育環境の整備は必要なのに、市は「選択

と集中」の視点で企業誘

致には３億円使うのに、

教育関連費は削減ばかり。

教育の充実の視点がなく

あべこべです。

かとう敏彦

議員

まの和久

議員

河合かっぺい

議員

社
会
保
障
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」
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、
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０
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と
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え
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人
３
０
０
０
円
の
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
支
給
。

加
藤

６
月
議
会
か
ら
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
を
使
っ
た
市
議
会
の
放

送
が
さ
れ
る
が
、
聴
覚
障
害
者
の

方
の
た
め
の
字
幕
放
送
や
手
話
通

訳
が
必
要
で
あ
る
。
手
話
言
語
条

例
を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

市
長

平
成
26
年
度
の
時
点
で
聴

覚
障
害
者
は
１
６
８
名
い
る
。
最

低
限
の
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援

す
る
。
手
話
へ
の
理
解
の
促
進
を

図
り
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
、

条
例
制
定
は
一
つ
の
手
段
。

期
日
前
投
票
所
の
増
設
を

加
藤

佐
織
地
区
で
は
、
期
日
前

投
票
所
設
置
の
要
望
が
根
強
く
あ

る
。
統
合
庁
舎
の
整
備
も
踏
ま
え

た
中
で
、
総
合
的
に
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
の
答
弁
だ
っ
た

が
、
そ
の
後
検
討
は
。

部
長

選
挙
に
お
い
て
は
、
公
正

を
期
す
る
た
め
、
整
備
を
進
め
て

い
く
。

真
野

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
、

災
害
時
に
自
力
で
避
難
が
し
づ
ら

い
方
に
登
録
し
て
も
ら
い
支
援
し

て
い
く
「
要
援
護
者
名
簿
」
は
、

地
域
で
活
用
し
や
す
く
改
善
を
。

部
長

班
ご
と
の
支
援
者
登
録
や

自
主
防
災
会
の
協
力
で
の
昼
間
独

居
高
齢
者
の
登
録
な
ど
改
善
を
進

め
た
い
。

「
福
祉
避
難
ブ
ー
ス
」
設
置

平
常
時
か
ら
準
備
が
必
要

真
野

災
害
時
、
福
祉
避
難
所
の

体
制
が
整
う
ま
で
、
一
般
の
避
難

所
に
福
祉
避
難
ブ
ー
ス
を
つ
く
っ

て
は
ど
う
か
。

部
長

特
別
な
配
慮
が
必
要
で
あ

り
、
平
常
時
か
ら
受
け
入
れ
る
体

制
を
備
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

地
区
行
事
の
地
元
運
営

時
間
を
か
け
て
移
行
す
る

真
野

愛
西
市
は
、
平
成
28
年
度

か
ら
、
納
涼
ま
つ
り
や
体
育
大
会

へ
の
職
員
派
遣
な
ど
を
行
わ
な
い

と
し
て
い
る
が
、
地
区
行
事
は
、

地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
、
市
の
掲
げ
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
も
大
切
な
行
事
だ
。

継
続
で
き
る
よ
う
に
丁
寧
な
サ
ポ
ー

ト
を
。

部
長

一
切
手
を
引
く
の
で
は
な

く
。
時
間
が
か
か
っ
て
も
移
行
で

き
る
よ
う
方
向
づ
け
す
る
。

河
合

防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
整
備
計
画
の
今
後
の
方
針
は
。

部
長
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」
で
既
存
施
設
の
使
用
目
的
の

変
更
や
長
寿
命
化
を
図
る
と
し
、

再
検
討
す
る
。

河
合

柚
木
、
日
置
、
内
佐
屋
の

佐
屋
北
地
区
に
つ
い
て
、
公
民
館

な
ど
に
備
蓄
を
し
、
防
災
拠
点
と

し
て
運
用
し
て
は
。

部
長

民
間
提
携
避
難
所
に
は
、

要
望
が
あ
れ
ば
備
蓄
す
る
が
、
公

民
館
等
に
は
難
し
い
。

河
合

今
で
き
る
こ
と
を
率
先
し

て
進
め
る
べ
き
だ
。

佐
屋
駅
前
駐
車
場
撤
去
の
予
定

河
合

佐
屋
駅
前
広
場
の
今
後
と

進
捗
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

部
長

平
成
27
度
中
に
駅
前
広
場

の
駐
車
場
を
無
く
す
と
名
鉄
が
言
っ

て
い
る
。

日
比
野
駅
、
オ
オ
ク
ワ
北

踏
切
の
歩
行
者
の
安
全
確
保
を

河
合

日
比
野
駅
、
オ
ー
ク
ワ
北

踏
切
、
そ
の
東
側
に
は
歩
道
が
な

い
と
し
て
、

安
全
確
保
さ

れ
る
よ
う
整

備
を
。

部
長

今
後

名
鉄
と
協
議

を
す
す
め
る
、
別
の
方
法
も
検
討

す
る
。

佐
屋
プ
ー
ル
の
代
わ
り
に

小
学
校
の
プ
ー
ル
を
開
放

河
合

佐
屋
プ
ー
ル
の
今
後
と
、

親
水
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

整
備
は
。

部
長

佐
屋
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は

閉
鎖
し
、
小
学
校
の
プ
ー
ル
の
開

放
を
考
え
て
い
る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
、
調
整
池
の
役
割
が
あ
る
。
今

後
は
不
具
合
あ
れ
ば
整
備
を
行
う
。
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防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ぜ
つ
く
ら
な
い
？

議
会
放
映
を
機
に

手
話
言
語
条
例
制
定
を

「
災
害
時
要
支
援
者
名
簿
」

登
録
や
活
用
方
法
を
改

６月議会から、

ケーブルテレビ

で放映！！

市議会の一般質問
（６月５日、８日）

が、後日録画で放映

されます。

３月市議会報告

愛
西
市
３
月
定
例
議
会
は
、
平
成
27
年
度
予
算
案
、
保
育
園

の
利
用
料
の
値
上
の
条
例
、
介
護
保
険
料
の
値
上
げ
の
条
例
、

地
域
創
生
事
業
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
行
う
補
正
予
算
な
ど

議
案
39
本
と
議
員
提
案
の
発
議
５
本
を
議
決
し
ま
し
た
。

どこまで削減する！
教育関連費

平成26年度予算では、小学校のキャンプ

の補助金（一人5000円）や中学校の自然教

室の補助金（一人5000円）を廃止。放課後

子ども教室をやめました。

平成27年度予算では、小学校の卒業生へ

の記念品を削減しました。

トイレの洋式化や、エアコンの設置など、

教育環境の整備は必要なのに、市は「選択

と集中」の視点で企業誘

致には３億円使うのに、

教育関連費は削減ばかり。

教育の充実の視点がなく

あべこべです。

かとう敏彦

議員

まの和久

議員

河合かっぺい

議員


